
町
内
で
捕
獲
さ
れ
る
主
な
有
害
鳥
獣（
す
べ
て
今
年
度
町
内
で
撮
影
）

鳥
獣
被
害
対
策
は
出
没
す

る
有
害
鳥
獣
を
捕
ま
え

る
「
捕
獲
」、
電
気
柵
や
花
火
な

ど
で
追
い
払
う
「
防
護
」、
餌
場

や
隠
れ
家
の
除
去
な
ど
で
近
づ

き
に
く
い
環
境
を
作
る
「
環
境

整
備
」
が
あ
り
ま
す
。
地
域
全

体
で
こ
の
３
つ
を
総
合
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

町
の
鳥
獣
被
害
対
策
の
中
心

は
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
で
す
。

町
で
捕
獲
さ
れ
る
ほ
と
ん
ど
の

有
害
鳥
獣
に
は
天
敵
が
い
ま
せ

ん
。
捕
獲
・
駆
除
な
ど
で
恐
怖

心
を
与
え
、
山
へ
戻
し
て
野
生

動
物
と
人
の
境
界
線
を
は
っ
き

り
さ
せ
て
、
互
い
の
住
む
場
所

を
分
け
る
こ
と
が
理
想
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
実
施
隊
に
よ

る
捕
獲
と
駆
除
で
頭
数
を
減
ら

す
こ
と
や
捕
獲
圧
を
か
け
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
実
施
隊
員

ハ
ク
ビ
シ
ン
の
特
徴

体長／約 0.9 ｍ～ 1.1m
食性／果実食中心の雑食性
身体能力／樹木や柱を登る能力に優れてい
て爪がかからないものでも登ることができ
る。成獣でも 8cm の正方形の穴をくぐり抜
けることができる。
繁殖力／年平均 2 ～ 3 頭

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
特
徴

体長／約 1.2 ｍ～ 1.5m
食性／植物が中心の雑食性
身体能力／爪が発達していて木登り・穴掘
り・泳ぎが得意。足が速く短時間なら時速
40km 程度で走ることができる。柔軟性が
あり狭いところも潜り抜けることができる。
繁殖力／年平均 1 ～ 2 頭

イ
ノ
シ
シ
の
特
徴

体長／約 1.0 ｍ～ 1.7m
食性／雑食性で人間が食べるようなものは
すべて食べる。
身体能力／ 20cm の隙間をくぐり抜けるこ
とができ、70㎏の石を鼻で動かす。記憶力
がよく、侵入に成功した仲間の真似をする。
繁殖力 / 年平均 4 ～ 5 頭

ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
特
徴

体長／約 50cm ～ 60cm
食性／雑食性だが、肉や魚は食べない
身体能力／視覚、聴覚、嗅覚、触覚、味覚
は人間とほぼ同じ。木登りとジャンプが得
意。また、高い学習能力を持つ。
繁殖力／ 2 ～ 3 年に平均 1 頭※エサが豊富
にあると毎年出産する。
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渡邉　満男

地域全体で対策に
　取り組みましょう　

の
み
な
さ
ん
は
、
活
動
と
は
別

に
自
分
の
仕
事
を
持
っ
て
い
る

中
、
忙
し
い
時
も
わ
な
の
巡
回

や
維
持
管
理
、
捕
獲
し
た
場
合

の
駆
除
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
隊
員
の
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
中
で
、
捕
獲
数
は
増

加
傾
向
で
一
人
ひ
と
り
の
負
担

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
た
め
、

実
施
隊
の
担
い
手
確
保
が
急
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
鳥
獣
被
害

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
今
以
上
に
事
態
が
深
刻
化

し
て
、
誰
も
が
被
害
に
遭
う
よ

う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
み
な
さ
ん
に
お
願
い

で
す
。
野
生
動
物
が
捕
獲
さ
れ

た
わ
な
や
檻
に
は
絶
対
に
近
づ

か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
興
味
本

位
に
近
づ
く
と
、
重
大
な
事
故

に
つ
な
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

国
見
町
は
総
面
積
37
・
95

㎢
の
う
ち
37
％
の
14
㎢

が
山
林
で
豊
か
な
自
然
に
囲

ま
れ
て
い
ま
す
。
昔
は
自
然

と
共
生
す
る
中
で
、
人
と
野

生
動
物
は
適
切
な
バ
ラ
ン
ス

を
保
っ
て
き
ま
し
た
。

　

有
害
鳥
獣
と
呼
ば
れ
る
動

物
に
正
確
な
定
義
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
野
生
動
物
が
農
作

物
な
ど
に
被
害
を
も
た
ら
し

た
場
合
、
そ
れ
ら
は
有
害
鳥

獣
と
な
り
ま
す
。
町
内
で
は
、

イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
ツ

キ
ノ
ワ
グ
マ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
、

カ
ラ
ス
な
ど
の
有
害
鳥
獣
に

よ
る
農
作
物
の
被
害
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
町
内
の
農

作
物
被
害
状
況
（
グ
ラ
フ
１
）

は
、
平
成
27
年
度
か
ら
28
年
度

に
か
け
て
大
幅
に
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
侵
入
防
止
柵

の
設
置
や
カ
ラ
ス
の
一
斉
追
い

払
い
、
電
気
柵
設
置
補
助
金
の

支
給
な
ど
の
被
害
防
止
策
の
効

果
が
一
定
程
度
あ
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
農
作
物
被
害
に
よ
り
営
農

意
欲
が
低
下
し
、
耕
作
放
棄
や

離
農
が
増
え
、
さ
ら
な
る
鳥
獣

被
害
を
招
く
と
い
う
悪
循
環
が

町の現状
被害状況や相手を知る
近年、全国的に中山間地域を中心として
野生動物による被害が増加しています。
集落と森林が隣接している国見町も決し
て例外ではありません。町の現状はどう
なっているのでしょうか？

生
じ
て
お
り
、
被
害
額
の
数
字

に
表
れ
る
以
上
に
地
域
に
悪
影

響
を
及
ぼ
し
、
深
刻
な
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
主
な
有
害
鳥

獣
別
捕
獲
数
（
グ
ラ
フ
２
）
を

見
て
み
る
と
、
特
に
イ
ノ
シ
シ

が
平
成
29
年
度
を
除
き
右
肩
上

が
り
に
急
増
し
て
い
ま
す
。
令

和
元
年
度
の
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲

数
は
１
０
９
頭
で
し
た
が
、
令

和
２
年
度
は
１
月
末
時
点
で
、
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（グラフ 1）
有害鳥獣による町内の農作物被害状況6,221

1,517
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894
661

※町に被害報告のあったものを集計

（千円）
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（グラフ 2）町内の主な有害鳥獣別捕獲数（頭）

イノシシ

ハクビシン
クマ サル

町鳥獣被害防止計画の
　　　　　　対象鳥獣（7 種類）

・ニホンザル

・ツキノワグマ

・イノシシ

・カラス

・スズメ

・ムクドリ

・ハクビシン

１
３
４
頭
が
捕
獲
さ
れ
て
い
ま

す
。
比
較
す
る
と
２
か
月
少
な

い
に
も
関
わ
ら
ず
、す
で
に
１
・

２
倍
以
上
に
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
個
体
数
の
増
加
も
あ
り

ま
す
が
、
イ
ノ
シ
シ
が
年
々
人

里
に
降
り
て
き
て
い
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
徐
々
に
人
と
野

生
動
物
の
住
む
場
所
の
境
が
な

く
な
り
、
今
後
さ
ら
な
る
被
害

の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。　
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